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エコプラザ（仮称）管理運営方針に記載する内容の素案について 
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章立て 内容 

はじめに  策定経緯、意義（レビュー） 

目次 構成案 本表のとおり 

基本的な考え

方 

課題 ・集客に頼らない管理・運営のあり方の検討 

・的確な評価・検証方法の確立 

・財政状況を踏まえた管理運営体制の実現 

・市域全域・全市民への周知・ＰＲ活動 

基本方針 基本理念（目指すもの、コンセプトなどのレビュー）の実現を図るとともに、安心・安全で、効果

的・効率的な運営を目指す。 

施設の概要 名称 決定方法については今後検討 

所在地 武蔵野市緑町３丁目○番地 

面積 面積：2,000 ㎡   

１階：事務所棟 600 ㎡＋プラットホーム 800 ㎡、２階：事務所棟 600 ㎡ 

配置図  

管理運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休館日 

開館時間 

月曜日・祝日・年末年始 

午前９時 30 分～午後５時 

利用料 入館料無料。複写機使用料はじめ体験事業・コミュニティカフェなどの利用で発生する実費相

当額の負担料は設定する。 

運営主体 ①開設当初 

・市の環境啓発事業の再編や環境を切り口とした子ども・教育・福祉など他部署との連携、市

の政策目的を反映した事業展開必要性などを考慮すると、市の関与の必要性が高い。 

・また、焼却場として都市計画決定されたクリーンセンター敷地内の既存施設を活用するため、

都市計画法上、営利を目的とした事業などは制限されることから、民間事業者が参入できる

可能性は低く、２階に市の環境啓発部門が入り、個別の事業委託・市民参加を組み合わせ

た市の直営体制で運営する。 

②開設から５年後以降 

・開設から５年を経た後も、引き続き市の環境政策の事業展開の必要性などから、市の関与が

必要と考えているが、エコプラザ（仮称）の理念や市の環境政策についての考えなどを理解し

た人材が育成された場合には、一定部分を委託化するなど、本市ならではの市民参加を広く

取り入れた運営体制が可能と考える。 

所属、業務 環境政策課の所管とする。複数課・他分野にまたがる環境を「環境学習・環境啓発」の切り口

で横串を刺し、事業を展開する。 

職員体制 正規職員○名、嘱託職員○名（ファシリテーター○名、コーディネーター○名）＋市民参加 

・ファシリテーターとは、 

・コーディネーターとは、 
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章立て 内容 

管理運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民参加 

ボランティア 

施設の運営や主催事業に参加・参画するボランティアを養成・支援し、市民参加型の施設とし

て、地域やまちに根ざした施設運営を行う。 

連携 連携、協力（レビュー） 

機能と空間

利用 

機能と各階の配置構成、機能と空間利用、配置図など（レビュー） 

機能とプログ

ラム 

※市民参加・市民提案実現のため、プログラムについては想定されるプログラム例としている。 

機能 知る 
学ぶ 

学び合う 

はぐくむ・

育てる 
つなぐ 支える 

想定プログラム例 

（WS：ワークショップ） 

周知・広報 ○     ニュースレター作成WS 

○  ○ ○  ホームページ更新WS 

○     環境情報コーナー 

学びの機会の提供 ○ ○ ○   環境配慮設備の解説 

 ○ ○ ○  体験型展示物作成・更新WS 

 ○ ○   体験講座、WS、フィールドワーク 

 ○  ○   エコ実験・観察コーナー 

 ○ ○   環境遊具のある遊び場 

 ○ ○   ものづくり工房、廃材WS 

 ○ ○   環境教材等貸出 

 ○ ○  ○ PC 検索等調べ学習 

 ○ ○ ○ ○ ゲストティーチャープログラム作成 

関わる人・担い手づくり ○  ○ ○  ホームページ構築WS 

 ○ ○ ○  環境の学校（連続講座） 

 ○ ○  ○ 公募提案型啓発事業 

○ ○ ○   活動の記録、活用(アーカイブ) 

ネットワークの構築 ○  ○ ○  定例会議、ミーティング 

  ○ ○  連携イベント・連携講座 

 ○ ○ ○  コミュニティカフェ(交流の場) 

環境配慮行動・活動の支援  ○  ○ ○ 市民団体等の活動紹介 

○ ○   ○ 環境に関する相談支援 

    ○ 各種助成制度の紹介 

    ○ 活動のマッチング 

市既存事業の移管実施 ○ ○ ○ ○ ○ 環境フェスタ 
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想定運営コ

スト 

 

 

※市民参加・市民提案実現のため、コストについては想定プログラムで試算している。 

①人 件 費  

②事 業 費  

③施設維持費 700 万円              計    万円 

※想定来館者数、想定事業参加者数 

管理運営 評価、検証 ・来館者数、アウトリーチを含む施設利用者数、ソーシャルインパクト評価のほか、市民や市民

団体などを巻き込んだモニタリング評価を行う。 

・評価前にＳＤＧｓのどの項目に該当する取り組みかを事業ごとに示し、ソーシャルインパクト評

価・モニタリング評価を踏まえ、ＳＤＧｓへの貢献の可否を判断する。 

・これらを運営に関する協議会で検証し、次年度の事業計画に生かしていく。 

今後のスケジュ

ール 

運営に関す

る協議会 

目  的：具体的なプログラムの検討、運営方法の検討、人材の発掘・育成、評価・検証を行う  

構成案：以下のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関わる人・担い手づくりを行う中で、具体的なプログラムについても検討する機会をつくり、それを

基に運営に関する協議会で議論していく。 

・子どもの視点を大切にした運営を行うため、大学生や中高生世代などによる運営に関する会 

議体を定期的に開催する。 

 

分   野 所属等 

学   識 
① 学識経験者（検討市民会議委員から） 

② 学識経験者（環境市民会議委員から） 

子 ど も ③ 青少年問題協議会またはＰＴＡなど 

事 業 者 ④ 事業者（横河電機・ＮＴＴ等の市内企業） 

市民団体等 

⑤ 環境市民活動団体（庁内推薦） 

⑥ 市民活動団体（庁内推薦） 

⑦ 市民活動団体（庁内推薦） 

公   募 
⑧ 公募市民 

⑨ 公募市民 

行   政 ⑩ 環境部長 

プレ事業の展

開例 

・環境フェスタ・エコマルシェなどと連携したプレイベントの実施 

・エコプラザ（仮称）周知のための講演会などの実施 

・市民参加を実現するための講座（担い手・関わる人づくり）の実施 

・公募提案型環境啓発事業の実施 

・中高大生世代を巻き込んだ情報発信ツールの検討・構築 

・エコプラザ（仮称）で使用する備品・家具などのリノベーションワークショップの開催 

・エコプラザ（仮称）はじめクリーンセンター敷地全体の PR・プロモーションの展開 

スケジュール 今後のスケジュール（レビュー） 

 


